
 
 
 
 

尾久八幡中学校の３学年を対象にして、模擬選挙を行いました。 

昨年に引き続き２回目となり、運営全体の他に、今回は立候補者役も東京青年会議

所（東京ＪＣ）の方々が行っています。 

選挙管理委員会は、選挙機材の貸出し、投票整理券や投票用紙の作成、選挙の運営

補助を行いました。 

 

 

 

 

実 施 日 平成28年９月１０日（土曜） 午後８時４５分から２時限 

場    所 武道場 

参加生徒 第3学年 ４クラス １３１名 

内    容 
候補者役演説、ディスカッション・発表 

投票・開票結果発表、ディスカッション・発表 

実施団体 公益社団法人東京青年会議所、荒川区選挙管理委員会 

 

 

 

  

さあ、模擬選挙の始まり  

 
 

教科の先生から、授業の進め方や区選管を紹介した後、出前授業の始まりです。 

架空の選挙「未来荒川区における区長選挙」。今回の模擬選挙のテーマは、「財政破

綻」です。 

尾久八幡中学校で模擬選挙 

授業概要 

授業風景 



  

 ３人が立候補。各立候補者はマニフェストを掲げ、演説します。 

  

  

ここで候補者の演説を聞いた後、生徒さん達がディスカッション。各候補者のマニ

フェストに対する評価や課題などを話し合ってもらいました。立候補者（東京ＪＣ）

もグループを回ってマニフェストをアピール！ 

 
 

  



いよいよ投票！  

  

実際の選挙に使用する「投票所整理券、投票用紙、記載台、投票箱」を使って、

本番さながらの投票を体験しました。 

 

 

 

「増税し財政を立て直す！」をマニフェストに掲げたガッツ河合候補が当選 

  

開票結果の後は、ディスカッション。当選者の勝因、マニフェストに期待！など、

有権者の視点からの意見も多数発表されました。 

 

まとめ         

  

授業には選挙管理委員も参観しました。 
 

桜井まさお 30票 

ガッツ河合 71票 

田中真紀絵 29票 

   無効  1票 


